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図1　　　百貨店およびSC/SMの開設数の変遷

図2　　　商業建築を2つの観点から整理した系譜図
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図4　　　ネットワーク分析のプロセス

図5　各年代ごとのクラスター係数における分布とその変遷

図3　　　調査対象における各年代ごとの件数と合計
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図6　百貨店およびSC/SMにおけるクラスター係数の度数分布表

図7　ネットワークの直径と店舗面積の相関図

図8　調査対象における店舗面積の変遷　

図9　百貨店およびSC/SMにおける平均次数の分布

図10　全フロア分析の対象とその概要
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1945 1950 19601955 1965 1970 1975 1980 1985 1995 2005 20151990 2000 2010 2020西暦
分類

●1995Windows95

●1945 終戦

●1956 経済白書「もはや戦後ではない」
●1955 神武景気

●1958-1961 岩戸景気

●1951 日米安保条約調印

●1964 東京五輪

●1972 田中角栄『日本列島改造論』
●1973 第一次オイルショック

●1971 ニクソンショック

●1978 第二次オイルショック

●1986 前川リポート
(バブル経済 )

●1989 消費税 3%導入
●1991 バブル崩壊

●1995 阪神淡路大震災
●1995 地下鉄サリン事件 ●2008 リーマンショック

●2011 東日本大震災

●2020
東京五輪

●2001 同時多発テロ (WTC崩壊 )
●2000 米国 IT バブル崩壊

●1970 大阪万博

◯1937.10 第一次百貨店法 制定
◯1947　第一次百貨店法 廃止

●1950　建築基準法 施行
◯1956.6 第二次百貨店法 施行

●1959 内装制限 制定

●1974.3 大規模小売店舗法 施行
●1979.5 改正大店法 施行

●1982 通産省による行政指導
●1990 特定商業集積整備法

●1992.1 改正大店法 施行
●1994 大店法運用緩和通達

●1998 まちづくり三法
●2001 不動産投資信託 (J-REIT) 整備

●2006.8 改正中心市街地法 施行
●2007.11 改正都市計画法 施行

◯1952 山陽百貨店

▲1957 渋谷地下街

▲1960 日比谷三井ビル
▲1961 錦糸町駅ビル

▲1962 天王寺駅ビル
▲1963 湊川商店街
▲1963 千葉ステーションビル

▲1965 三宮地下街
▲1965 広島駅ビル

▲1970 中百舌鳥
ショッパーズプラザ

▲1977 シーモール下関

▲1978 なんば CITY
▲1978 サンシャインシティ

▲1980 吉祥寺パルコ

▲1981 浦和コルソ
▲1982 たまプラーザ東急 SC

▲1983 新所沢パルコ

▲1997 サンストリート亀戸
▲2000 アクアシティお台場

▲2003 なんばパークス
▲2003 イオン津田沼 SC

▲2006ラゾーナ川崎

▲2008 イオンレイクタウン kaze
▲2008 イオンレイクタウンmori

▲2012 東京ソラマチ
▲2013 グランフロント大阪

▲2014 イオンモール岡山
▲2015 ららぽーと海老名

◯1954 松屋銀座
◯1954 大丸東京
◯1954 名鉄百貨店

◯1960 丸専デパート

◯1962 東武池袋百貨店

◯1964 京王百貨店新宿

◯1968 伊勢丹新宿改装
◯1970 高槻西武

◯1971 吉祥寺伊勢丹
◯1973 髙島屋柏駅前

◯1975 博多大丸
◯1976 小田急町田

◯1977 下関大丸

◯1977 船橋東武

◯1981 船橋そごう

◯1983 大丸梅田大阪

◯1990 そごう呉
◯1992 阪急神戸
◯1992 阪急神戸
◯1993 そごう千葉

◯1996 タカシマヤ・
タイムズスクエア

◯2005 西武池袋本店

◯2007 大和富山
◯2008 天満屋倉敷

◯2009 阪急うめだ本店

◯2014 あべのハルカス
近鉄本店

●1951 日本博展施設連盟
◯1948 一般社団法人日本百貨店協会

●1958 公益社団法人
日本インテリアデザイナー協会

●1956 国際造形美術協会
●1957全日本室内装備設計士
協会連合会「室内装備設計士」

●1959 日本展示美術協会

●1964東京展示造形業共同組合

●1967 東京ディスプレイ協同組合

●1968 日本ディスプレイ業団体連合会

●1966 全国新建材同業会

●1967 日本室内装飾事業協同組合

●1972 建設業法改正に伴い
「内装仕上工事業」が業者区分として追加

●1973 全国商業施設関係団体連合会「商業施設士」
▲1973 一般社団法人日本 SC協会

●1976 全国新建材同業会が (社 )全国建設室内工事業協会に改編
●1978 日本建設インテリア事業協同組合連合会

●1984 日本標準産業分類 ・「ディスプレイ業 8691」新設
●1993 社団法人日本ディスプレイデザイン協会

●2012 一般社団法人
日本空間デザイン協会

●1983 日本インテリア産業協会

▲1956 数寄屋橋 SC
▲1957 東京駅八重洲地下街
▲1959 横須賀三笠通商店街共同ビル

▲1963 ウメダ地下センター

▲1964 横浜ダイヤモンド地下街
▲1964 新宿ステーションビル

▲1965 徳山銀南街

▲1971 くずはモール街

▲1977 サンロード青森
▲1978 ラフォーレ原宿
▲1979 渋谷 109

▲1980 横浜ターミナルルミネ
▲1980 京都駅前地下街ポルタ
▲1981 荻窪ルミネ

▲1982 立川ウィルルミネ
▲1983 アミコ徳島

▲1988 福島ルミネ
▲1988 川崎ルフロン

▲1990 アトレ川崎

▲1999Q-FRONT渋谷
▲2000 ラ・フェット多摩南大沢

▲2008 イオンレイクタウンアウトレット
▲2008 阪急西宮ガーデンズ

▲2012 渋谷ヒカリエ
▲2015 ららぽーと富士見
▲2015 ららぽーと立川立飛
▲2015 ららぽーと
EXPOCITY

◯1953 名古屋松坂屋

◯1962 蒲田駅ビル
◯1962 横浜駅ビル

◯1965 日本橋高島屋

◯1966 伊勢丹新宿

◯1971 銀座名鉄メルサ

◯1974 そごう広島センタービル

◯1979 町田東急

◯1981 浦和伊勢丹

◯1995 福屋五日市駅前
◯1996 京急百貨店

◯1997JR 京都伊勢丹
◯1997 大丸神戸
◯1997 福岡三越

◯1998 マルイファミリー溝の口

◯2005JR 名古屋髙島屋
◯2007 大丸東京新店

◯2009 大丸心斎橋本店
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◯1951 日本建築学会「商店・百貨店」『建築設計資料集成 第二』

▲1980 加藤高邦「通路の役割とその設定基準」『ショッピングセンター』
▲1985 高橋志保彦『ショッピングモールの設計計画』

▲1991 田内幸一ほか
「シンポジウム 大店法規制緩和後の SCの方向を探る」『ショッピングセンター』

▲1992「ジャーディー・パートナーシップ」『プロセス・アーキテクチュア』

◯1957H・パスダーマジャン『百貨店論』

▲1969V・グルーエン『ショッピングセンター計画』
●1972J・ボードリヤール『消費社会の神話と構造』
●1972R・ヴェンチューリ『ラスベガス』

▲1977V・グルーエン『都市のセンター計画』

●1961J・ジェイコブス『アメリカ大都市 死と生』

●1975 商業施設技術連合会『商業施設技術体系』

　●日本店舗設計家協会『商業建築企画資料集成』

●2000P・Bジョセフ +J・H・ギルモア『経験経済』

▲2008 商業界『日本ショッピングセンター
ハンドブック』
▲2009 商業界『イオンスタディ』

●2002R・コールハースほか『Guide to Shopping』

●2009G・リッツァ『消費社会の魔術的体系』

●1971合成樹脂調合ペイント発売
(内装用塗料として用いられる)

●1971 せっこうラスボード防火建材認定
●1971 せっこうボードによるGL構法開発

●1984 せっこうボードによる自立間仕切壁構法開発
●1984 ノンアスベスト床材

●1990~ リノリウムリバイバル●1957 日本初の軽鉄天井下地施工

●1955合成樹脂エマルションペイント
発売(内装用塗料として用いられる)
●1956塩化ビニル樹脂エマルション
塗料開発(内装用塗料として用いられる)

●1950 せっこうボード JIS 認定

●1965～木質系材料の乾式工法
増加に伴う、内装工事の乾式化

●1969 鋼製用下地 (天井・壁 )販売
●1969 せっこうボード、防火建材認定

●1979JIS A 6517 建築用鋼製下地材 (壁・天井 ) 制定
●1972 クッションフロア国産化

●1985 建築用鋼製下地材 JIS 改正 (各種規格の追加 )
●1989 建築用鋼製下地材 JIS 改正 (建築構造の多様化に対応 )

凡例　●商業建築全体に関する事項　◯百貨店に関する事項　▲SC/SMに関する事項

規制緩和による店舗面積増大 郊外大型店の出店規制商業建築の大量生産に対する規制

郊外型 SCの開発ステーションビル (民衆駅 )開発 大規模 SCの開発 都心部 SC再開発 立地模索とマーケット開発

百貨店とGMSの融合 百貨店業界低迷 百貨店業界低迷百貨店他店舗・ファッションビル化専門店・月賦百貨店増加

インテリア・ディスプレイ分野における業界団体の設立

SC/SMに向けた工学主義的言説の登場 体験としての商業建築が提案

内装のファッション化 (個性化 )進む建築材料の不燃化・省力化

海外の商業建築の紹介と言説の輸入

空間・言説・建築生産
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▲1915(日本橋) S造5F,B1
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△1907 (上野)木造2F

▲RC・SRCに関連
△木造凡例

▲1903 琵琶湖疏水運河(RC造の橋)

▲1911 三井物産横浜支店(日本初の全体RC造)

▲1923 日本興銀本店(日本初の全体SRC造)
▲1916 大阪朝日新聞本社(一部SRC造)

▲1909 越前屋呉服店(一部RC造)

△1890 (今川橋)木造2F △1907 (今川橋)木造3F
△1917(南伝馬町)木造3F

△1917 (上野)木造4F▲1929 (上野)SRC造F7,B1
▲1924(銀座)RC造8F,B1

▲1925 (銀座)SRC造F8,B2
▲1933(日本橋)SRC造F8,B2

▲1932(日本橋)SRC造7F,B1△1908(日本橋)木造3F

図13　RC・SRC造と黎明期の百貨店との関係


